
　
「
科
学
技
術
週
間
関
連
行
事
」
は
、

堂ど
う

故こ

茂し
げ
る

文
部
科
学
部
会
長
代
理
の
司

会
で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、

文
部
科
学
省
が
科
学
技
術
週
間
（
４

月
13
日
～
19
日
）
に
発
行
し
た
『
一

家
に
１
枚
』
の
今
年
度
版
の
ポ
ス
タ

ー
（
P
55
参
照
）
に
南
極
が
採
用
さ

れ
た
こ
と
、
国
立
極
地
研
究
所
の
南

極
・
北
極
科
学
館
が
今
年
７
月
24
日

に
開
館
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記

念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
党
本
部

と
東
京
都
立
川
市
に
あ
る
国
立
極
地

研
究
所
の
南
極
・
北
極
科
学
館
、
そ

し
て
南
極
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
３
元

中
継
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
来
で
あ

れ
ば
４
月
に
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
多
く
の
関
係
者
の
協

力
に
よ
り
、
よ
う
や
く
実
現
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
渡と

海か
い

紀き

三さ
ぶ

朗ろ
う

科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
調
査
会
長
が

「
南
極
で
は
地
球
環
境
の
未
来
の
た
め

の
大
事
な
観
測
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
科

学
技
術
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
日
は
、
活
発
に
意
見
を
交
換
し
合

い
、
わ
が
国
の
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
さ
ら
な
る
加
速
に
努
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
髙た

か

階が
い

恵え

美み

子こ

文
部
科
学
部

会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
、
人
と
の
接
触
機
会

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
を

党
本
部
と
、国
立
極
地
研
究
所
、南
極
を
３
元
中
継

昭
和
基
地
と
交
信
、意
見
交
換
な
ど
を
行
う

７
月
21
日
、
党
本
部
に
文
部
科
学
部
会
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
調
査
会
に
所
属
す
る

多
く
の
国
会
議
員
が
集
ま
り
、「
科
学
技
術
週
間
関
連
行
事
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

SpecialTopics

党
本
部
を
会
場
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

科
学
技
術
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
に

自民党
本部

南極

国立
極地研究所
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通
じ
て
、
一
人
一
人
の
幸
せ
や
心
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
く
よ
う
な
き
っ
か

け
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

日
本
は
昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年

に
昭
和
基
地
を
開
設
し
て
以
来
、
60

年
以
上
に
わ
た
り
、
南
極
で
の
観
測

や
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
や
隕い

ん

石せ
き

の
発

見
、
過
去
72
万
年
の
気
候
変
動
が
分

か
る
太
古
の
氷
（
氷
床
コ
ア
）
の
獲
得

な
ど
、
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
青あ

お

山や
ま

周し
ゅ
う

平へ
い

文

部
科
学
大
臣
政
務
官
が
「
将
来
の
地

球
環
境
を
守
る
た
め
に
、
南
極
観
測

事
業
は
不
可
欠
で
す
」
と
力
強
く
述

べ
ま
し
た
。

　

中な
か

村む
ら

卓た
く

司じ

国
立
極
地
研
究
所
長
は
、

国
立
極
地
研
究
所
の
南
極
・
北
極
科

学
館
か
ら
中
継
で
あ
い
さ
つ
。
極
寒
の

過
酷
な
環
境
下
で
元
気
に
観
測
を
続

け
て
い
る
隊
員
の
姿
を
、
国
会
議
員

に
紹
介
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
に
謝

意
を
述
べ
た
上
で
「
南
極
観
測
の
活

動
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
な
る
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

文部科学省が先端科学技術に関するテーマで毎年作成する『一家に１枚』ポスター。全国の小・中学校、科学館、博物館などに配布される

青山周平文部科学大臣政務官 司会を務めた
堂故 茂文部科学部会長代理

髙階恵美子文部科学部会長 渡海紀三朗科学技術・
イノベーション戦略調査会長
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を
行
う
理
由
を
二
つ
挙
げ
ま
し
た
。

❶
南
極
が
地
球
と
宇
宙
を
の
ぞ
く

窓
で
あ
る
こ
と
。

❷
南
極
が
地
球
の
冷
却
装
置
で
あ

る
こ
と
。

　

❶
に
つ
い
て
「
南
極
の
氷
や
隕
石

な
ど
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
地
球
が

ど
う
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
で
成
り
立
ち
、

今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
予
測

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
南
極
研
究

は
、
地
球
や
宇
宙
を
知
る
手
掛
か
り

に
も
な
る
の
で
す
」
と
説
明
し
ま
し

た
。
❷
に
つ
い
て
は
「
南
極
に
は
地

球
上
の
氷
の
約
９
割
が
あ
り
、
地
球

環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
近
年
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
日

本
の
観
測
隊
が
ト
ッ
テ
ン
氷
河
沖
で
の

海
洋
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
は
東
南
極
最
大
級
の
氷
河
で
、
こ

の
流
域
の
氷
が
も
し
全
て
解
け
る
と

地
球
の
海
面
が
約
４
メ
ー
ト
ル
上
昇

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
極

の
氷
が
解
け
る
要
因
を
探
る
た
め
に
、

４
月
か
ら
海
底
の
泥
を
掘
削
し
た
り
、

氷
河
の
痕
跡
を
探
し
た
り
す
る
観
測

を
行
い
、
貴
重
な
デ
ー
タ
を
集
め
て
い

ま
す
。
こ
の
巨
大
な
氷
床
が
今
後
ど

う
な
る
か
は
ま
だ
予
測
で
き
ま
せ
ん

が
、
氷
が
解
け
る
と
地
球
規
模
で
影

響
が
出
る
の
で
、
今
後
も
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

本
吉
特
任
教
授
は
最
後
に
、
南
極

観
測
事
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
「
今
年
、
第
62

次
観
測
隊
が
南
極
に
向
け
て
出
発
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
が
長
年
に
わ

た
っ
て
継
続
的
に
得
て
き
た
観
測
デ
ー

タ
は
、
世
界
的
に
見
て
も
非
常
に
重

要
な
も
の
。
南
極
に
ウ
イ
ル
ス
を
持

ち
込
ま
な
い
対
策
を
徹
底
し
、
観
測

継
続
を
大
前
提
に
し
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、昭
和
基
地
に
い
る
青あ

お
や
ま山

雄ゆ
う
い
ち一

第
61
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬

隊
長
（
以
下
、
隊
長
）
と
中
継
が
つ

な
が
り
ま
し
た
。
青
山
隊
長
は
、
初

め
に
「
南
極
は
た
だ
今
、
朝
の
９
時
。

日
本
と
の
時
差
は
６
時
間
で
、
昭

和
基
地
の
方
が
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

薄
曇
り
で
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
18
度
。

地
道
な
観
測
を
60
余
年
継
続

そ
の
成
果
が
世
界
に
貢
献
し
て
い
る

国立極地研究所の中村卓司所長

国立極地研究所の本吉洋一特任教授

国立
極地研究所

　

続
い
て
、
南
極
・
北
極
科
学
館
に
い

る
本も

と

吉よ
し

洋よ
う

一い
ち

国
立
極
地
研
究
所
特
任

教
授
が
同
研
究
所
の
概
要
や
南
極
観

測
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
国

立
極
地
研
究
所
は
大
学
共
同
利
用
機

関
法
人
の一つ
で
、
主
な
事
業
は
五
つ
。

①
研
究
活
動

②
共
同
利
用

③
南
極
観
測
事
業

④
大
学
院
教
育

⑤
北
極
研
究

極
地
の
観
測
や
研
究
に
加
え
、
大

学
や
研
究
機
関
に
観
測
デ
ー
タ
を
提

供
、
学
生
教
育
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
か
ら
始
ま
っ

た
南
極
地
域
観
測
第
９
期
６
か
年
計

画
で
は
、〝
南
極
か
ら
迫
る
地
球
シ
ス

テ
ム
変
動
〟
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
研
究

観
測
を
実
施
。
諸
外
国
と
の
国
際
連

携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
日
本
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な

基
盤
構
築
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
吉
特
任
教
授
は
、
南
極
で
観
測

南
極
観
測
で
未
来
の
地
球
を
予
測

氷
河
沖
で
海
洋
観
測
を
実
施
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本
日
の
日
の
出
は
11
時
、
日
の
入
り

は
13
時
57
分
で
す
」
と
報
告
し
ま
し

た
。

　

昭
和
基
地
は
南
極
大
陸
本
土
か
ら

お
よ
そ
４
キ
ロ
離
れ
た
東
オ
ン
グ
ル
島

に
あ
り
、
居
住
棟
、
発
電
棟
な
ど
68

棟
の
建
物
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
観

測
隊
は
夏
隊
と
越
冬
隊
で
構
成
さ
れ
、

夏
隊
は
夏
季
の
４
カ
月
間
、
主
に
最

先
端
で
緊
急
性
の
高
い
研
究
を
行
う

チ
ー
ム
で
す
。
一
方
の
越
冬
隊
は
１
年

４
カ
月
間
滞
在
し
、
数
十
年
続
け
て

い
る
観
測
な
ど
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
隊
員
は
観
測
を
行
う
観
測
系

隊
員
と
、
医
療
、
調
理
な
ど
基
地
の

運
営
や
生
活
、
観
測
を
支
え
る
設
営

系
隊
員
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

青
山
隊
長
は
「
気
象
に
代
表
さ

れ
る
〝
定
常
観
測
〟
は
、
昭
和
基
地

の
開
設
当
初
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。
地
上

の
気
象
だ
け
で
は
な

く
、
気
球
を
使
っ
て
上

空
30
キ
ロ
ほ
ど
ま
で

の
気
圧
、
気
温
、
湿

度
、
風
速
な
ど
の
観

測
も
毎
日
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
オ
ゾ

ン
や
日
射
放
射
な
ど

も
観
測
し
て
い
て
、
こ
れ
が
昭
和
57

（
１
９
８
２
）
年
の
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
発

見
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

基
本
観
測
を
長
年
継
続
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
気
候
変
動
の
精
密
な
未

来
予
測
に
貢
献
で
き
ま
す
」
と
解
説

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
気
候
変
動
に
よ
る
南
極
の

氷
が
解
け
る
現
象
に
つ
い
て
「
現
在

の
調
査
で
は
東
南
極
の
氷
は
増
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
西
南
極
や
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
、
北
極
の
氷
が
解
け
て

い
る
の
で
、
地
球
全
体
で
見
る
と
氷

の
質
量
は
減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
面
上
昇

の
影
響
は
年
間
１
ミ
リ
程
度
。
こ
れ

を
感
知
す
る
た
め
に
は
、
数
十
年
間

安
定
し
た
、
高
精
度
な
高
さ
基
準
が

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

基
準
を
作
る
た
め
の
観
測
も
続
け
て

い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
に
は
、
グ
ー
グ
ル
マ

ッ
プ
な
ど
に
使
わ
れ
る
全
球
統
合
測

地
観
測
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、「
位
置

基
準
を
世
界
各
国
で
連
携
し
て
維
持

す
る
」
と
の
国
連
決
議
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
も
、
日
本
の
南
極
観
測

が
貢
献
し
た
の
で
す
。

　

続
け
て
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

第61次南極地域観測隊の青山雄一越冬隊長

南極

会場には、南極から持
ち帰ってきた氷が展示
された。約1万～ 2万
年前の空気が氷の中に
閉じ込められ、グラス
に氷を入れて水を注ぐ
と、プチプチと音を立
てながら太古の空気が
はじけ出るのが分かる
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し
た
。
文
部
科
学
部
会
、
科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
調
査
会
に
所
属

す
る
国
会
議
員
ら
が
、
国
立
極
地
研

究
所
の
中
村
所
長
、
本
吉
特
任
教
授
、

青
山
隊
長
に
質
問
（
下
記
参
照
）、
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
髙
階
文
部
科
学
部
会

長
が
昭
和
基
地
へ
激
励
の
あ
い
さ
つ
。

「
隊
員
の
皆
さ
ま
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
性
を
生
か
し
て
未
来
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
は
日
本
か

ら
皆
さ
ま
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

極
地
研
究
は
地
球
温
暖
化
対
策
を
進

め
る
上
で
非
常
に
大
事
な
も
の
。〝
骨

太
方
針
２
０
２
０
〟
に
も
、
予
算
確

保
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
お
体
を
大
切
に
、
皆
さ
ま

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

青
山
隊
長
は
「
南
極
は
地
球
の
未
来

を
映
す
窓
。
こ
の
最
前
線
で
わ
れ
わ
れ

は
地
球
の
今
の
姿
を
精
密
に
捉
え
る

観
測
・
研
究
を
続
け
、
次
の
代
に
引

き
継
ぎ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
が
地

球
環
境
の
未
来
予
測
に
役
立
つ
こ
と
を

信
じ
て
全
力
で
頑
張
り
ま
す
」
と
返

答
し
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と
窓
か
ら

白
々
と
明
け
て
き
た
南
極
大
陸
の
姿

が
。
党
本
部
の
会
場
か
ら
拍
手
が
沸

Ｑ＆Ａ
南極

南極観測を通じて世界が協力し、地球
温暖化の問題を人類共通の課題とし
て、国際社会にメッセージを発するこ
とはできないでしょうか？
渡海紀三朗
科学技術・イノベーション戦略調査会長

南極の氷が解けるメカニズムを
詳しく教えてください。
林 芳正（はやしよしまさ）
科学技術・イノベーション戦略調査会長代行

昭和基地では、新型コロナウイルス感
染症対策はしていますか。
堂故 茂　文部科学部会長代理

気候モデルを解析するには、さまざまな
観測が必要で、各国が努力しなければ成
し得ません。世界が協調する中で日本の
強みである観測や研究の努力を示し、世
界に人類の将来や温暖化対策を発信する
必要があります。

中村卓司　国立極地研究所長

気温上昇も一因として考えられますが、
南極の平均気温は－10℃。それが1～2℃
上昇しても氷に大きな影響はありません。
最近は、氷の下の海水温度が上がって、
下側からどんどん氷を解かしていくので
はないかとの考察がされています。

本吉洋一　特任教授

新型コロナウイルスに関して、南極は隔
離された状態です。しかし、それ以外の
感染症もありますので、手洗い、うがい、
食べ物には火を通すなどの対策をしてい
ます。医療隊員が指導し、隊員たちの健
康を守っています。

青山雄一　隊長

58



き
起
こ
り
、
画
面
越
し
に
互
い
に
手
を

振
り
合
い
、「
科
学
技
術
週
間
関
連
行

事
」
を
終
え
ま
し
た
。

観測隊の皆さんは、どのように
余暇を過ごしていますか？
伊藤信太郎（いとうしんたろう）
科学技術・イノベーション戦略調査会副会長

観測隊の隊長として、気を使っている
ことは何ですか？　また、南極が観光
地化される可能性は。
赤池誠章（あかいけまさあき）　文部科学部会副部会長

南極の氷は増えているところもあるの
に、北極の氷が急速に減少しているの
はなぜですか？
鈴木馨祐（すずきけいすけ）　衆議院議員

南極の中で、日本の昭和基地は各国の
基地から離れた場所にあります。この
メリットを教えてください。また、他
国とどのように情報交換しますか？
黄川田仁志（きかわだひとし）　
衆議院議員

例えば音楽活動を楽しんでいる隊員がいま
す。月に1回、誕生日会が開催されるので、
その出し物として披露されます。それから
昭和基地にはバーがあり、週2回開いてい
るので、お酒を飲んでストレス発散もでき
ます。極夜の時期は一日中太陽が昇らず、
気付かないうちに気分が沈むことも。そう
いう時にはお祭りを開いて英気を養います。

青山雄一　隊長

気を使うのは人間関係です。土・日曜は休日で
すが、基地の設備や観測装置に不具合がある
と24時間365日対応しなければならないので、
なかなかプライベートの時間を確保することができ
ません。ストレスがたまると人間関係にも影響するので気
を付けています。また、南極には研究が目的でなくても行
くことができます。将来、南極が観光地となる可能性はあ
りますが、人が多くなるとどうしても環境が汚染されるの
で、そことの兼ね合いになると思います。

青山雄一　隊長

北極の氷はほとんどが海水の凍ったもの。
厚さが数ｍしかないので、解け出すとあっ
という間に海が見えて、分かりやすいです。
一方、南極の氷は雪が圧縮されて固まった
もの。一番厚い所で4000mを超えますか
ら、少しの増減では検知しにくいのです。

本吉洋一　特任教授

昭和基地のある東オングル島は、国際条約
の中で日本が割り当てられた場所です。オー
ロラがよく現れる「オーロラ帯」の真下にあり、観
測には絶好の場所です。一番近い他の基地までは約
1000㎞。そのため他国の観測隊との日常的な行き来
はできませんが、インターネットを通じた交流をして
います。

本吉洋一　特任教授

昭和基地から中継された南極大陸の様子
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